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      鋳 鐵旋盤創屑 の化學的團結法 の研究(1)

             澤 村 宏 ・津 田 昌 利

 鋳鐵旋盤削屑をキユボ ラ原料 として利用する爲に,從 來は機械的團結法が種 々知 られて居 る

が,此 れの實施 には,多額 の設備費を必要 とする・簡?出こして有効的な化學的團結法があれば現

下の我國に資材的に,資 金的 に窮迫せう現朕に於て共慮用債値は甚大である.從 來此種の團結

法 として海水或はオージンを使用する方法が一部の鋳鐵鋳物業者 に推奨せ られ,叉 實施せ られ

て居 る.本 報告は此等の方法が果 して有効な りや否やを確むると共 に新 に適當なる化學的團結

法 を探究せ るものである.

 キユボラ原料 として削屑を團結せ しむるには,先 づ常温に於て此等が粗互 に彊力に接薪する

事が必要であ り,1司時に共接茄力は高温度に於ても充分大で無ければならない.そ こで著者等

は二片の鋳鐡試料を化學的試藥を挾んで一牛面に於て密着せ しめ,一 定時賜放置せる後試片の

接着力を常温に於て測定 した.叉,斯 様に接茄せしめた る試料を高温度に加熱 し,接 浩力に封

し温度が如何 に影響するかを調べた.此 接着力の大小如何によ り化學的團結法が有効に行 われ

るや否やが判断され るか らである.

 接着力試験機は著者が考案設計の ものを用い.接 着力は一種の剥離力であ り,次 式に依 り求

め†こ.

       P--1¥ 〔kg/・Ul・〕 '

         P:接 着 力

         W=荷   重

         A:接 着面 積々
        '
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 猜 實験 結果 を考 裟する爲の参考 として1聯 虫減 量t・も測 走し,鋸 減 の腐蝕 に及 ぼす接 着剤 の

影響 を調べ た
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此等 の ものを200～800℃.醐 の各 々に就 き實段 を行 つナこの であ る.併 して實験回 数は少 く加熱

温度 と接 着力 との間 に一淀 の關係 を見出す事 は出來なかつ アこが,大 髄次 の様 に要約 す る事 がで

きる (a)に 就 てli約600℃,迄 は接着 力はf弁されないが800℃.に 加熱 する と接着 力を失 う。(b)

に於 ては常 温放 置時間 によ り異 なるが,約350℃.迄1よ 接着 力 をlltつ もの と約650℃.位 迄 は失 わ

れ ない もの とに大別 で きる隊であ る・(e)に 關 して1よ200℃ の如 き低 温 に於 て も接着 力 を失 う

事 を知つ た.

 M.接 茄 剤 に よる接着機構iに就 て

 接 着現象 は簡箪 な様 で あ り乍 ら極 めて複雑 な る問題 であ る.木 研究 に關 す る接着機赫 に就 て

は次回 に述べ る事 とす る.       "
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